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Oxford English Dictionary、
食欲をそそる日本語由来の単語を追加 

2024年3月26日、オックスフォード – この度Oxford Languagesは、Oxford English Dictionary（OED）の更新版を発表いたします。

英語は長い間、日本語を語源とする数多くの単語を借用してきました。OEDはそうした日本語由来の単語をすでに何百語も収録していますが、今月さらに多くの用例が追加されることになりましたので、そのいくつかをご紹介いたします。まずは料理関連の単語から見ていきましょう。Santoku（三徳）包丁を研いで、一緒にキッチンに立ちましょう。

Katsu（カツ）（肉、魚介類、野菜に小麦粉、たまご、パン粉の衣をつけてよく揚げて、細く切ったもの）は和製英語の借用語、いわゆる「ブーメラン語」の好例です。Katsu（カツ）はkatsuretsu（カツレツ）の短縮形ですが、それ自体は日本語が英語のcutlet（カツレツ）を借用してできた単語です。OEDの中でkatsu（カツ）が最初に登場したのは1976年で、katsu curry（カツカレー）（チキンカツやトンカツ、その他のカツに白いご飯と甘口のカレーを添えた料理）という複合語の中で収録されています。

Hibachi（火鉢）という名詞はかなり昔の1933年に初めてOEDに収録されました。日本語と同じ「炭を燃やすための大きな陶器製の鉢やコンロで、特に手を温めたり部屋を暖めたりするためのもの」という意味でした。判明している英語での使用例は少なくとも1863年に遡りますが、20世紀半ばに日本から来た携行できる小型の炭火焼きグリルが北米市場に登場した際にhibachi（ヒバチ）という名前が付けられ、英語では別の意味が生まれました。

さらに北米では、和食レストランでテーブルの中央に埋め込まれた熱い鉄板のこともhibachi（ヒバチ）と呼ぶようになりました。その後、このような鉄板を備えたレストランやそこで提供される和食や和風のグリル料理を指す言葉としても使われるようになりました。こうした新しい意味はすべて、北米英語の中だけで発達してきました。

Tonkotsu （豚骨）という名詞にも複数の意味が加えられました。今日最も広く使われている意味は、豚の骨から作られる、一般的にはラーメンと一緒に供される風味豊かなスープを指しますが、OEDにはもっと古くて使用頻度の低い用例として、タバコなどを入れるために使われる日本の箱またはポーチを意味する言葉としても収録されています。「豚の骨」の意味は英語では1977年に初めて認められ、ton（豚）とkotsu（骨）を組み合わせた日本語のtonkotsu（豚骨）から借用したものです。1907年に英語で初めて使用された「タバコの箱」の意味の語源は不明です。

今回の更新版にはこの他にも、donburi（どんぶり）（ご飯の上に、一般的には魚介類、肉、野菜など他の食材を載せた料理で、同じくdonburi（どんぶり）と呼ばれる器で供される）、karaage（唐揚げ）（和風フライドチキン）、 onigiri（おにぎり）（ご飯を丸や三角に握った日本の食べ物）、yakiniku（焼肉）（炙ったり焼いたりした肉）、okonomiyaki（お好み焼き）（小麦粉と卵にキャベツ、肉、魚介類などの具材を加え、鉄板で焼いてさまざまなトッピングとともに供される風味豊かなパンケーキ）など、いくつかの日本料理が追加されました。

何世紀もの間、世界中の芸術家は日本美術からインスピレーションを得てきました。この影響は、英語が日本語から借用した美術や工芸関連の言葉の数々を通じて、言語からもはっきりと見てとれます。一例として、紙を折ったり切ったりして複雑で立体的な装飾デザインやオブジェを作る日本の芸術であるKirigami（切り紙）があります。また、布を折る・捻る・縛る・縫う・圧縮するなどして、藍やその他の染料で染めることでさまざまな模様を作り出す日本の手作業による防染技法を指すShibori（絞り）もその一つです。Mangaka（漫画家）（漫画の描き手、イラストレーター）やwashi tape（マスキングテーブ）（さまざまなペーパークラフトで使われる装飾用粘着テープ）も追加されました。

Kintsugi（金継ぎ）という単語は、日経ウィークリー誌の2008年版に初めて登場し、割れた陶器の破片を丹念に繋ぎ合わせ、漆でひび割れを埋めて、金粉や銀粉、プラチナ粉をまぶすことで修理した物の傷を際立たせる日本の芸術を指します。この言葉にはその後、不完全さを受け入れ、癒しを人間の経験の本質的な部分として扱うことを特徴とする美学または世界観を示す別の意味も加わりました。

また、今回の更新では日本独自のエンターテインメントを表す2つの単語、isekai（異世界）とtokusatsu（特撮）も追加されました。Isekai （異世界）とは、主人公が異世界や奇妙な世界、見知らぬ世界に飛ばされたり転生したりする日本のSFまたはファンタジー小説のジャンルです。日本語では、1975年に出版された高千穂遙の小説『異世界の勇士』の中で「異なる世界」という文字通りの意味で使われたのが始まりです。近年の映画では、先ごろオスカー賞、ゴールデングローブ賞、アカデミー賞の長編アニメ映画賞を受賞した宮崎駿監督のスタジオジブリ作品『君たちはどう生きるか』などがあります。

Tokusatsu（特撮）は、日本の映画やテレビのエンターテインメントのジャンルです。操演特殊効果を使用していることが特徴で、通常、巨大な怪物、変形するロボット、仮面や衣装をつけたスーパーヒーローなどが登場します。この単語は、tokushu（特殊）とsatsuei （撮影する行為、映画ではショットやテイク）を組み合わせたtokushu-satsuei（特殊撮影）の短縮形で、文字通り「特殊な撮影、特殊な（視覚）効果」を意味します。円谷英二監督が1940年代から50年代に操演特殊効果技術を開拓し、この技術を利用して『ゴジラ』（1954年）などの名作特撮映画やさまざまな特撮テレビシリーズが誕生しました。その後の1970年代、80年代、90年代の特撮テレビシリーズは、日本だけでなく世界的にも人気を博しました。このジャンルの初期の代表作である『仮面ライダー』は1971年に初めて放送されて以来、日本では今日に至るまで根強い人気を誇るテレビ番組です。

日本語の新たな単語の編集作業は、東京外国語大学大学院総合国際学研究院の投野由紀夫教授とアリアン・ボルロンガン博士の協力を得てOED編集部が行いました。また、語源に関する監修は、長年にわたりOEDの日本語コンサルタントを務める福岡女子大学のニコラス・ウォレン教授にお願いしました。

OEDに収録されている日本語由来の単語について、詳しくはリリースノート（今回の更新で追加された日本語の単語一覧を詳説）をご参照ください。また、OED World Englishes HubのJapan pageに掲載した記事「From anime to zen: Japanese words in the OED（アニメから禅まで：OEDに収録されている日本語の単語）」も併せてお読みください。Oxford Languagesは、今回の更新に合わせて多くのイラストを依頼しました（こちらを参照）。


単語の完全な定義、OED編集部とのインタビューのご依頼は、こちらまでお問い合わせください。

Anna Silva, Oxford University Press
オックスフォード大学出版局　アンナ・シルヴァ
Email: publicity@oup.com

SNS：
X/Twitter　@OED (https://twitter.com/OED) 
Facebook　Oxford Languages (https://www.facebook.com/OxLanguages)
YouTube　Oxford Languages (https://www.youtube.com/oxfordlanguages)
LinkedIn　Oxford Languages (https://www.linkedin.com/showcase/oxford-languages-oup)

OXFORD ENGLISH DICTIONARY（OED）とは？
OEDは、最も権威ある英語大辞典として広く認められています。英語圏における過去から現在までの50万もの単語やフレーズの意味、歴史および用法に関する他に類を見ないリソースとなっています。歴史的な辞典であるOEDは、今日使われている単語の意味にフォーカスした現代英語の辞典とは大きく異なります。今日の意味を調べることもできますが、OEDには、11世紀にまで遡るそれぞれの単語の歴史と、古典文学や専門的な定期刊行物から映画の台本、歌詞、SNSの投稿に至るまで、350万もの引用文から辿られる言語の歴史が収録されています。

新語がOEDに追加されるには？
OEDに単語を追加するかどうかは、さまざまな情報源から個別の用例と、相当期間使用されてきたことを示すエビデンスが収集された時点で検討します。

OXFORD LANGUAGESについて
オックスフォード大学出版局の一部門であるOxford Languagesは、学びと人生のために言語の力を引き出すことを使命としています。私たちの世界クラスの言語研究プログラムは、150年以上の経験と技術革新を基盤として、権威ある、エビデンスに基づくコンテンツを50以上の言語で提供しています。

 
特注の言語データセットからセルフサービスAPI、そして旗艦製品であるOxford English Dictionaryに至るまで、Oxford Languagesのすべてのコンテンツは語彙学者、言語学者および言語技術者から成る専門家チームによって独自にキュレートされ、最高水準で提供されています。私たちは比類のない専門知識を世界中のパートナーに提供し、志を同じくするイノベーターたちと協力して未来の世代のための学習とコミュニケーションの発展に努めています。Oxford Languagesの言語データは、大手ハイテク企業、学術機関、地域コミュニティの取り組みから信頼をいただき、グローバルコミュニケーションの最前線ですべての人々に言語知識を提供するための製品、研究、プロジェクトに寄与しています。
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